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1.「 食育」 という名称

　食育 とい う言 葉 は村井弦斎が百年 ほ ど前 に使い、 同 じ時期 に石塚左玄(医 者)も 使用 した と

されて いる。 だが、私 はそれ とはぜ んぜん関係な く食育 という名称 をつ けた。 日本 の教育 は知

育 ・徳育 ・体育 を基本 として いるが、今か ら20年 前、私 はこの3育 が うま く機能 していない と

思 い始 めた。3育 が うま く機能す るためには、食が重 要な役 目を果たす ことに気付 き、知育 ・

徳育 ・体育 のゴロあわせで食育 と提 唱 したので ある。

2.食 育 とは

　私 の栄養士 ・調理師養成学校 で、20年 ほ ど前 に、新入生 に1週 間の食事 日記を提出 させた。

出て きたのは、朝食抜 き、バ ラ ンスの悪 い食生活、 ダイエ ッ トな どで ある。 食の プロにな る立

場 の者 が こんな食事 を して いた らだめだ と言 って聞かせ て、2年 後 に も同様 に提 出させ比較 し

た ところ、改善者 はなん と6%。 しか し、 学校の成績 は80点 以上 を取 ってい る。 つ ま り、「理

論 はわか るけれ ど生活習慣 は変 え られない」 とい うことがわか った。 そこで、何歳 くらいか ら

生活習慣 を築 いてい くべ きか とい うことを研究 したので、紹介 したい。

　 そ もそ も食育 とい うのは何 か。私 は10年 前 に食育基本法 を国に提案 して、 や っと成立 した。

平成18年 か ら22年 までの5か 年計画 で、 た とえば地産地 消の実施率 を上 げる、 メタボ リックシ

ン ドロームの普及 な ど様 々な 目標 を立て た。 その中で、 「食育 とい う言葉 を聞いた ことが ある

か」 とい う質 問 に、3年 目で73%の 人 に 「聞 いた ことがあ る」 と答 えて もらえた。 ところが

「中身 を知 って いるか」 とい う質問 には、 「親子料理教 室」「農業体験」 のだいたい2つ の答え

に集約 され、食育 とはこんな ものだ ろうと思 われてい るが、 そ うではない。 ここで、 まず、食

育 には 「3つ の柱」 が あることを述べ させて いただ きた い。

　 1つ め の柱 は どん な もの を食 べれ ば安 全か危 険か健康 になれ るか とい うことを選 ぶ能 力、

「選食能 力」 であ る。 第1次 産業 の生 産者や メーカーな どに安心 ・安全 な もの を作 って下 さい

と指導 す ること もあるが、その一方 で、消費者が売 り場 に並んだ品物 の 目利 きがで きるように、

きちっと勉強 して もらう。

　 2つ めの柱 は 「衣食住 の伝 承」 で ある。箸 の持 てない子供 が多 い。 また、 研究調査 か ら42.1

%の 担任教諭 自身が、正 しく箸 を持 てない とい うこ とが わか った。本来、家庭で親 が子供 に教

え るべ き ことで あるが、一 緒 に食事 をす る時間が ないためで きない。「衣 食住 の伝承」 につ い

て は重要 なので後 で述べ る。

　 3つ めの柱 は 「食料 問題」 で あ る。 「自国の食料 自給率 を知 ってい るか」 と質 問す ると欧米

で は70%ほ ど手 が挙 がる。 しか し、 日本 だけは挙 が らない。小学校 ・中学校 で しっか りと教え

られていないか らだ。食料 自給率 がカ ロ リーベースで40%を 割 った ら、 国家 として危な いと言

われてい る。 日本 は去年40%に 戻 ったが、一度39%ま で落 ちた。45年 前 に フランスの ド・ゴー

ル大統領 は、 自給率 が60%未 満 の国 は独立 国 とはいえない と言 ってい る。EU諸 国の人 たちは、

ことの重大 さに慌てて、実 際に自給率 を上 げた。だが、 日本 は知 らん顔6工 業化が大事だ と言 っ

て、1次 産業 の農村 か ら若者 を引 き抜いて しまった結果、現在、若者 の農業 ・漁業 な どの従事
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者が いない。 さ らにフ ァース トフー ドのアルバイ トよ りも時給が安 くて、若者 のや る気 は ます

ます 出ない。 自給率 を上 げるために、 日本は構造 的 に考 え直 さな けれ ばな らない。

3.衣 食住の伝承　　 4つ の グル ープ

　 日本 は残飯世界一 で、家庭 か ら出る残飯量が外食産業か ら出る量 よ り多 い。 まず は家庭 か ら

生 ゴ ミを出さないよ うに したい。昔 は家庭か らゴ ミを 出さない 「おばあちゃんの知 恵」 なんて

ものが あ ったが、核家族 にな ったために、 その伝承が昭和40年 頃か ら途切れ た。 食育 が抜 けて

いる ことにつ ながる と思 われ る。私 は 「衣食住の伝承」 が、一番重要だ と思 って いる。

　 まず、人 の成長 を0歳 ～3歳 、3歳 ～8歳 、6歳 ～14歳 、0歳 ～20歳 の4グ ルー プに区切 り、

説明 を しよ う。0～3歳 は子守唄 を歌 っている時間。40年 前 に子守唄が どの くらい歌 われて い

たのか とい う調査 を音楽学校が行 い、 それ と比較 して調査 をや ってみた。す ると現在 は3分 の

1に 落 ちている ことがわか った。0歳 か ら保育園 に朝早 く子供 を預 けにきて、夜遅 くに連 れて

帰 る。子守唄 を聞 く時間が ない。親子 の絆が本当 に薄れて きている。

　私 はア フ リカに行 って動物 の親子 を観察す るのが好 きで、 その うちある共通性 に気づいた。

親の役 目だ。親 の役 目が、子供 を一人前 に独 り立 ちで きるよ うにす ることだ とわか った。 とこ

ろが どうも、人 間の中に独 り立 ち させ る ことがで きない親 が出てきた。 日本で はニー トが63万

人 いて、上 の方 は50歳 位 にな っていて中年ニー トな どと呼 ばれる。ニ ー トは子供 の頃か ら学校

に行 きたが らな くて、親 も困 った と言 いなが らも学校 に行か さない。その うち、 みんなが卒業

して も家 に居 て、 こずか いを親 か らもらって働か ない。 ライオ ンの親 は子供 に狩 りを教え、子

が一人で獲物 を捕 まえ られ るよ うになる と群れか ら追 い出 して しま う。 自分の餌 を取 られて し

ま うか らだ。親 か ら子 が独立す る境 目がある。 それ ができない親 が人間 には出て きた。

　 さて、私が大学 で講義 していて気づ いた ことが ある。相槌 を打 って くれ る人が いると話やす

い。 しか し、 こうい う姿勢 が今 の若者 にはない。3歳 ～8歳 の6年 間が一番躾 をす るのにいい

時期 で、 その8割 は食卓 で躾 をす る。 「姿勢 が悪 いよ」、 「箸の使 い方おか しいん じゃないの」、

「なぜ人参残 すの」 な どと我 々の時代 に普段 よ くや って いた ことが、今 は忘れ てい る人 た ちが

増 えてい る。 しか し、 この6年 間がす ご く重要 であ る。食育基本法 の心臓部分 に これ を謳 って

あるが、 みんな気づ いていない。実 は 「食育基本法」 は 「食卓基本法」 である。 そ こですべ て

が始 ま ることを理解 して欲 しい。 とい うのは、1年 間 は365日 、3食 摂 ると1,095食 とな る。 し

か し、今 の子供 た ちは300回 しか家族、 または誰か と一緒 に御飯を食べ る機会 がない。 家族 が

箸 の使 い方 な どを言 わない と人 間 はわが ままにな る。今、孤 食 と言 って、一人寂 しく食べ てい

る子 がい る。人 か ら何 も言 われな いで食べ る、 こんなわが ままな子 を作 る環境 があ っていいの

だろ うか。 だか ら、今 の子 は、普段 か ら何 も言 われないため に、人 か ら言 われ るとムカツ ク。

3歳 か ら8歳 までの間 にこういった ことを きちっと、 まず家庭でや るとい うことが大事 であ る。

ところが、 この頃は家庭 がや らな い、一一般常識 を教 えない。そ して学校 に押 し付 ける。普段 か

ら親 が子供 に責任 を持 って いない。

　 団塊 の世代 は大家族 で育 ち、物が無 い時代 だか ら我慢 しろと言われて きた。 だか ら、戦後右
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肩上が りに 日本が成長 し、団塊 の世代 の子供が育 って い くにつれ、物が1つ の 目標 にな った。

その ときに忘れ たのが、子供 たちに我慢 しな さいと言 う躾で ある。 自分た ちがや って もらわな

か ったか ら、 どんな ことで も 「いいよ」 と言 って いる うちに忘 れ られて しまった。 こう して親

の言 うこ とを聞かな い連 中が沢 山出て きた。世界20力 国で15年 前、 「先生 を尊敬 します か」、

「親 を尊敬 します か」、 とい う調査 を した。 まず北京 で は、80.3%の 高校 生が、 「先生 を尊敬 し

ます」 と答 えた。 同様 にアメ リカで調査 を行 った ところ82.2%と な った。

　 さて、 日本 で も同様 に 「先生 を尊敬 します か」、 「親 を尊敬 します か」 とい う調査を した。15

年前 は21%、3年 前 は16%だ った。50%を 切 った ら国家 と して危 ない と言 われてお り、世界の

平均 は73%で ある。 そ して、親 の尊敬度 では、世界 の平均 は84.3%で あるが、50%を 切 ったの

は 日本 だ けで、25.2%し か ない。 こんなに親 が尊敬 されて いな い国が あるだ ろ うか。 ど うして

こんな ことにな ったのか。最 近の親 は子供 の 目の前 で夫婦喧嘩を見 せ る。 そんな ことは絶対 に

や って はい けない。 それを見て育 って きた子供 は、本 当 に親を尊敬 しな くな る。

　次 に、6歳 か ら14歳 は何 か とい うと、子供 た ちが学校教育 を受 けてい る時期 であ る。昔 は平

気 で先 生が悪 い子供 に手 をあげて いたが、 今 はそんな こ とをすれ ば先生が ク ビにな る。 モ ンス

ター ピア レンツなんて い う怖 い親 まで出て きて、そ うい う親が多 い。そんな親が子供 を増長 さ

せて悪 くして いる。 こ うい う国にな って果 た して 日本 は持 ちこたえるだ ろうか。躾 は9歳 か ら

の家庭教育 では遅 い。 なぜ な ら、今 で も時間 ・物理的 に3分 の1し か手をか け られない。 それ

を10倍 かけ ることが できればよいが、 かけ られ っこない。 だか ら小 さい頃か ら取 り掛 かか る必

要 がある。 その部分 とい うのは大事 なのである。

　 最後 に体 の ことに触 れてお く。小児 メタボ リックシン ドローム とか、小児肥満、小児糖 尿病

とい うのは男 の子 の ことで、女 の子 は激 やせ してい る。 やせが ファッシ ョンの1つ にな って い

て、深刻 な問題 であ る。 そ して、食事 を しないで、バ ランスの悪 い物 ば っか り食べて いる。 こ

れは、栄養学 を教 え る立場 の先生 や近 くにい る親 たちが子供 に どう指導す るのかテクニ ックを

身 につ けない と、 ただ言 って いるだ け じゃだめだ ろう。 これか らの課題 であ る。

4.蛍 光灯 の下 での食事 は駄 目?

　病 院の食事 を食べれば食べ る程、入院が長 引 くということを ご存知だ ろうか。8年 前 か ら調

査 を行 って いるが、 ペ ッ トフー ドを入れ るような入 れ物 にペ ッ トフー ドみた いなのが出てきた

と思 った。 また、蛍光灯の下で食事 をさせて いるのが多 い。蛍光灯 は、食べ物 の赤色 はぼや け、

病人の青 い顔 は今 に も死 にそ うに見 える。 これ はおい し く見 えない。 けれ ど、 日本人 の家庭 の

93.1%が 蛍光灯 の下 で食事 を して いる。 また、小学校 ・中学校 で蛍光灯 の下 で勉強 した後 にそ

この机で給食 を食べ る。 これはだめだ。 おい しく見 えない とい うことは、嗅覚や視覚を刺激 し

ない。つ ま り脳 を刺激 しないか らセ ロ トニ ンとい う脳 内物質 が出ない。 セロ トニ ンは トリプ ト

ファンとい う必須 ア ミノ酸 を分解 してでき るのだが、 それが出 ると唾液 が じわ っと出て きて、

おなかがぎ ゅっぎ ゅっと鳴 って、 それ によって免疫力 が上 ることがわか ってきた。 ところが、

病気 を していて体力 がない と薬 が効かない。体力をつけるのは食事 だが、 日本 はいい加減にや っ
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て きた。気分が落 ちるとコルチ ゾール という副腎皮質 ホルモ ンが増加 して免疫力 が下が る こと

がわか って きた。19年 前 に、 アメ リカの大学 で、大掛 か りな実験 に立 ち会 った ことが ある。大

学病院 の病棟 を2分 し、 片方の病 棟 に蛍光灯で食事 を させ、 もう片方 には白熱球 の下 で食事 を

させた。そ して何 日間で退院できるかを調べた ところ、蛍光灯 の方 は退院す るのに3週 間かか っ

たが、 白熱球 は2週 間で退 院 した。つ ま り入 院期 間を3分 の1に 縮 め ることがわか ってきた。

　だか ら、皆 さん、今 日、家 に帰 った ら蛍光灯 を消 して、蝋燭 を ともして、食事 を しよ う。蝋

燭の明 か りはゆ らゆ らして いるため、顔の一部 の輪郭 が見えた り見 えなか った りす る。 その時

に人間 の脳 とい うの は修正 して、 見えな い部分 を よ く見 せ ようとす る。 そ うす ると一緒 に食事

を して いる相手の顔が美 しく見 え るのだそ うだ。 つま り、 ア ンチエイ ジングに も繋 が る。今 日

か ら蝋燭で食事を してみて はいかがだ ろう。

5.最 後 に

　食育 とい うのは意外 といろんな範 疇が入 る。最初 に言 った よ うに、 「3つ の柱」 が あるが、

この 中の どれか には皆 さんがや って いる食 にまつわ る何 かが入 ってい るだろ う。栄養士 とい う

の は栄養 のこ とだ けや る、歯 医者 は歯の ことだ けをや る、農村 の方 は農家 の ことだけ しかや ら

な い。全 ての人がかかわ るのが食育 で ある。

　浅 くて広 くていいので、 自分の 中で、家庭 の 日常の中で、気 がついた ことで、 もう少 し 「昔

や って たわね」 とい うことを見直 して いただいて、 日本 の国を よ くしていただきたい。 できた

ら、今 日の話 を5人 の方 に話 して いた だきたい。1人 で1対1だ と時間がかか るが、 それ な ら

5倍 の速 さで進む だろう。

　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　(小川、木戸)
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